
瑩
⼭
禅
師
七
〇
〇
回
⼤
遠
忌
記
念

仏
書
・
禅
籍
貴
重
書
展

第
一
六
〇
回
 鶴
見
大
学
図
書
館
貴
重
書
展

﹇
期
 間
﹈
令
和
六
年
四
月
一
日
（
月
）
〜
二
十
七
日
（
土
）
（
日
曜
休
館
）

﹇
会
 場
﹈
鶴
見
大
学
図
書
館
　
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
入
場
無
料
）

（
展
示
期
間
中
の
開
館
時
間
に
つ
い
て
は
鶴
見
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）



 

1

　
こ
の
度
、
大
本
山
總
持
寺
御
開
山
太
祖
瑩
山
紹
瑾
禅
師
の
七
〇
〇
回
大
遠
忌
を
記
念
し
、
本
学
所
蔵
の
仏
書
・
禅
籍
を
展
示
す
る
「
貴
重
書
展
」
を
仏

け
い
ざ
ん
じ
ょ
う
き
ん

教
文
化
研
究
所
主
催
に
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
總
持
寺
を
開
か
れ
た 
瑩
山
禅
師
（
一
二
六
四
～
一
三
二
五
）
は
、
道
元
禅
師
よ
り
数
え
て
四
代
目
に
あ
た
り
、
曹
洞
宗
が
全
国
へ
展
開
し
て
行
く
基
を

築
か
れ
た
方
で
す
。
そ
の
た
め
、
曹
洞
宗
で
は
瑩
山
禅
師
を
道
元
禅
師
と
並
ぶ
「
両
祖
」
と
し
て
尊
崇
し
、
總
持
寺
は
、
福
井
県
に
あ
る
永
平
寺
と
共
に

り
ょ
う
そ

大
本
山
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
瑩
山
禅
師
の
威
徳
を
追
慕
す
る
七
〇
〇
回
大
遠
忌
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
僧
侶
及
び
檀
信
徒
が
参
集
し
法
要
が
勤
修
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
勝
縁
に
際

し
、
仏
教
ゆ
か
り
の
「
貴
重
書
展
」
が
開
か
れ
ま
す
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
本
年
は
、
本
学
園
創
立
百
周
年
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
本
学
園
は
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
總
持
寺
御
開
山
瑩
山
禅
師
六
〇
〇
回
大
遠

忌
を
記
念
し
、
「
女
性
の
自
覚
と
向
上
」
を
目
指
し
た
瑩
山
禅
師
の
発
願
に
基
づ
い
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
本
学
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
仏
教

及
び
禅
の
思
想
・
文
化
に
関
連
す
る
貴
重
書
の
蒐
集
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
横
浜
市
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
奈
良
時
代
の

古
写
経
で
、
「
興
福
寺
永
恩
具
経
」
と
称
す
る
『
大
般
若
経
』
（
巻
第
百
七
十
六
～
百
八
十
）
や
、
道
元
禅
師
ご
真
筆
の
「
対
大
己
五
夏
闍
梨
法
」
断
簡

た
い
た
い
こ

ご

げ
じ
ゃ
り
ほ
う

（
道
正
庵
切
）
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
道
元
禅
師
の
主
著
で
あ
る
『
正
法
眼
蔵
』
の
写
本
、
瑩
山
禅
師
伝
関
係
の
版
本
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ど
う
し
ょ
う
あ
ん
ぎ
れ

　
今
回
の
「
貴
重
書
展
」
に
際
し
、
ぜ
ひ
、
本
学
所
蔵
の
仏
典
・
禅
籍
を
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

ご 

挨 

拶

学
校
法
人
総
持
学
園 

鶴
見
大
学
・
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
　
学
長 

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
　
所
長

中
根
　
正
賢



2

1
百
万
塔
（
付 

自
心
印
陀
羅
尼 

一
巻
）
　
一
基 

2
賢
愚
経
　
巻
第
九
断
簡  

（
大
聖
武
）
　
　
額
装
一
葉 

3
紺
紙
金
銀
字
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
　
巻
第
二
十
八
断
簡  

（
中
尊
寺
経
）
　
　
軸
装
一
幅 

4
仮
名
観
無
量
寿
経
　
断
簡
　
　
軸
装
一
幅
　 

5
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
　
巻
第
百
七
十
六
～
百
八
十 

（
永
恩
具
経
、
横
浜
市
指
定
文
化
財
）
　
　
五
巻  

6
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
　
巻
第
二
百
八
十
五 

（
東
大
寺
八
幡
経
、
横
浜
市
指
定
文
化
財
） 

　
　
一
巻 

7
観
普
賢
経
私
記
（
来
迎
院
如
来
蔵
本
） 

　
　
列
帖
装
一
冊  

8
五
合
目
録 

　
　
一
巻 

9
仏
説
聖
観
自
在
菩
薩
不
空
王
秘
密
心
陀
羅
尼
経
　
残
本
　
（
宋
版
）
　
　
折
本
一
帖    

10
宗
鏡
録
　
巻
第
四
十
九  

（
元
版
大
蔵
経
本
） 

　
　
折
本
一
帖 

11
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
　
巻
第
百
八
十
二
　
（
嘉
禄
版
）
　
　
一
巻 

12
仏
説
盂
蘭
盆
経
疏
科
文
　
残
巻
　
（
泉
涌
寺
版
）  

袋
綴
一
冊 

13
仏
制
比
丘
六
物
図
　
（
五
山
版
）
　
袋
綴
一
冊 

14
仏
果
圜
悟
禅
師
碧
巌
録
　
十
巻
　
（
五
山
版
）
　
袋
綴
五
冊 

15
佛
祖
正
法
直
傳
　
一
巻  

（
五
山
版
）
　
　
袋
綴
一
冊 

16
対
大
己
五
夏
闍
梨
法
　
断
巻  

（
道
正
庵
切
） 

　
　
額
装
二
葉  

17
正
法
眼
蔵
　
　
袋
綴
二
十
一
冊 

18
瑩
山
和
尚
傳
光
録
　
　
袋
綴
二
冊 

19
鼇
頭
箋
註
　
伝
光
録
　
　
袋
綴
二
冊
　 

20
瑩
山
和
尚
清
規
　
　
袋
綴
三
冊 

21
洞
上
太
祖
圓
明
國
師
行
實
圖
會
　
　
袋
綴
一
冊 

22
杮 

経  

（
元
興
寺
伝
来
）
　 

二
十
七
葉  

展
示
目
録



解     

題 
1
百
万
塔
（
付 

自
心
印
陀
羅
尼 

一
巻
）
　
　          

一
基 

〔
百
万
塔
〕
木
製
小
塔 

　
　
　
　
　
塔
身
部…
高
さ
一
三
・
一
糎
　
底
面
径
一
〇
・
四
糎 

　
　
　
　
　
相
輪
部…

最
大
径
三
・
五
糎
、
高
さ
八
・
二
糎 

〔
陀
羅
尼
〕
縦
五
・
五
糎
、
横
三
九
・
六
糎 

　
神
護
景
雲
四
年
（
七
七
〇
）
以
前
制
作 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
三
七
三
六
七
七
〕 

　
世
界
最
古
の
印
刷
物
と
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
奈
良
時
代
文
化
の
記
念
碑
的

遺
産
。
近
年
仏
国
寺
（
韓
国
）
に
て
発
見
さ
れ
た
『
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
』

む

く
じ
ょ
う
こ
う
お
お
だ

ら

に
き
ょ
う

が
八
世
紀
前
半
の
制
作
と
言
わ
れ
る
通
り
な
ら
ば―

異
説
も
あ
る―

、
百
万
塔

に
先
行
す
る
。
し
か
し
伝
来
経
路
が
明
確
で
あ
り
、
歴
史
文
献
に
よ
る
検
証
も

な
し
う
る
点
で
、
や
は
り
時
期
の
特
定
で
き
る
最
古
の
印
刷
物
と
し
て
の
価
値

は
揺
る
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
塔
中
に
陀
羅
尼
を
納
め
る
の
は
、
「
各
以
一
本
置

塔
中
而
供
養
」
に
よ
っ
て
招
福
除
災
後
世
安
穏
を
実
現
す
る
『
無
垢
浄
光
大
陀

羅
尼
経
』
の
所
説
に
従
っ
た
も
の
。
『
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
』
に
は
六
種
の

陀
羅
尼
を
記
す
が
、
そ
の
内
、
根
本
・
相
輪
・
自
心
印
・
六
度
の
四
種
を
選
ん

だ
理
由
は
未
勘
。
な
お
経
中
に
「
六
度
」
の
語
は
見
当
た
ら
な
い
。 

　
史
料
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
（
神
護
景
雲
四
年
、
七
七
〇
）
四
月
一
〇
日

条
「
八
年
乱
平
、
乃
発
弘
願
、
令
造
三
重
小
塔
一
百
万
基
、
高
各
四
寸
八
分
、

基
径
三
寸
五
分
、
露
盤
之
下
、
各
置
根
本
・
慈
心
・
相
輪
・
六
度
等
陀
羅
尼
、

至
是
功
畢
、
分
置
諸
寺
、
賜
供
事
官
人
已
下
仕
丁
一
百
五
十
人
爵
、
各
有
差
」

が
そ
の
文
証
。
現
存
す
る
実
物
と
よ
く
符
合
す
る
。
「
八
年
乱
」
と
は
天
平
宝

字
八
年
（
七
六
四
）
九
月
に
起
こ
っ
た
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
で
あ
り
、
鎮
定
後
の

平
安
を
期
し
て
造
塔
が
企
て
ら
れ
た
。
小
塔
の
外
に
一
万
基
・
十
万
基
の
塔
も

作
ら
れ
た
が
、
法
隆
寺
伝
来
の
塔
以
外
は
全
て
散
逸
し
た
。
使
用
料
紙
・
紙
の

加
工
法
・
印
刷
技
術
（
木
版
か
銅
版
か
、
摺
刷
か
押
捺
か
）
・
版
種
等
、
問
題

点
は
多
数
あ
り
、
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

2
賢
愚
経   

巻
第
九
断
簡
（
大
聖
武
）              

　 

額
装
一
葉     

紙
本
墨
書 

縦
二
七
・
四
糎   

横
七
・
八
糎 

奈
良
時
代
写   

伝
聖
武
天
皇
筆 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
〇
八
〇
八
九
八
〕 

 

『
賢
愚
経
』
は
『
賢
愚
因
縁
経
』
と
も
い
い
、
中
国
北
魏
の
慧
徳
・
曇
覚
等
に

け
ん
ぐ
い
ん
ね
ん
き
ょ
う

よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
六
十
九
篇
の
説
話
を
集
成
し
た
全
十
三

巻
か
ら
な
る
仏
教
経
典
で
あ
る
。 

　
展
示
書
は
巻
第
九
「
善
事
太
子
入
海
品
第
三
十
七
」
の
内
容
を
、
白
麻
紙
に

香
木
の
粉
末
を
す
き
込
ん
だ
「
荼
毘
紙
」
と
呼
ば
れ
る
料
紙
に
薄
い
墨
で
界
線

を
引
き
、
一
行
十
二
字
詰
に
大
粒
の
文
字
で
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
独
特
な

書
式
や
端
正
で
重
量
感
に
溢
れ
る
大
字
で
堂
々
た
る
風
格
は
、
東
大
寺
に
伝
来

3

［
け
ん
ぐ
き
ょ
う
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［
ひ
ゃ
く
ま
ん
と
う
　
　
じ
し
ん
い
ん
だ
ら
に
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



し
た
こ
と
か
ら
「
大
和
切
」
、
ま
た
聖
武
天
皇
筆
と
の
伝
承
も
あ
っ
て
「
大
聖

や
ま
と
ぎ
れ

お
お
じ
ょ
う

武
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。 

む　
国
宝
指
定
と
な
っ
た
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
賢
愚
経
残
巻
（
大
聖
武
）
」

や
、
東
大
寺
、
前
田
育
徳
会
、
白
鶴
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
巻
子
本
以
外

は
、
断
簡
（
大
和
切
）
と
し
て
掛
幅
仕
立
や
古
筆
手
鑑
の
巻
頭
を
飾
る
も
の
と

し
て
伝
存
す
る
。 

3
紺
紙
金
銀
字
不
空
羂
索
神
変
真
言
経  

巻
第
二
十
八
断
簡  

　
　
　
　
　
　
　
　        
（
中
尊
寺
経
） 

　    

軸
装
一
幅 

紺
紙
金
銀
字 

縦
二
五
・
六
糎   

横
五
〇
・
二
糎 

平
安
時
代
後
期
写 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
一
九
一
一
四
四
〕 

 

『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
は
中
国
唐
代
の
菩
提
流
志
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た

ぼ
だ
い
る

し

全
三
十
巻
か
ら
な
る
密
教
経
典
で
あ
る
。
展
示
書
は
巻
第
二
十
八
「
清
浄
蓮
華

明
王
品
第
六
十
七
」
の
内
容
を
紺
色
に
染
め
た
料
紙
に
一
行
ご
と
に
金
字
と
銀

字
で
交
互
に
、
一
行
約
十
七
字
で
全
二
十
八
行
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
優
美
な
筆
致
な
ど
か
ら
平
安
時
代
後
期
の
書
写
と
思
わ
れ
る
。
銀
字
は
や
や

黒
ず
ん
で
い
る
が
、
金
字
は
よ
く
光
沢
を
と
ど
め
、
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美

し
い
。 

　
こ
の
断
簡
は
、
そ
の
特
徴
的
な
書
式
と
書
風
な
ど
か
ら
、
「
中
尊
寺
経
」
と

通
称
さ
れ
る
「
紺
紙
金
銀
字
交
書
一
切
経
」
の
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
の
一
紙
だ
っ

こ
ん
し
き
ん
ぎ
ん
じ
こ
う
し
ょ
い
っ
さ
い
き
ょ
う

た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
銀
交
書
経
は
こ
の
ほ
か
、
伝
慈
覚
大
師
筆
と
さ
れ
る
建

暦
寺
本
『
法
華
経
』
、
道
風
筆
と
伝
え
ら
れ
る
五
島
美
術
館
所
蔵
『
法
華
経
』

な
ど
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

　
ち
な
み
に
、
本
断
簡
は
桐
箱
入
り
で
、
田
中
塊
堂
（
一
八
九
六
～
一
九
七

六
）
に
よ
る
箱
書
に
は
「
紺
紙
金
銀
交
書
経
中
尊
寺
経
断
巻
」
（
蓋
表
）
、
「
浪

華
法
眼   

塊
堂
題
〔
朱
白
文
印
〕
」
（
蓋
裏
）
と
あ
る
。
塊
堂
は
古
写
経
・
古

筆
の
先
駆
的
研
究
者
と
し
て
多
く
の
業
績
を
残
し
、
ま
た
仮
名
書
家
と
し
て
も

著
名
な
方
で
あ
っ
た
。
　
　 

4
仮
名
観
無
量
寿
経  

断
簡
　                      

軸
装
一
幅
　 

紙
本
墨
書 

縦
二
五
・
六
糎   

横
九
・
九
糎 

鎌
倉
時
代
後
期
写   

伝
後
京
極
良
経
筆 

 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
〇
七
五
三
三
二
〕 

 

『
観
無
量
寿
経
』
は
、
『
阿
弥
陀
経
』
『
無
量
寿
経
』
と
並
ん
で
浄
土
三
部
経

と
も
呼
ば
れ
、
東
ア
ジ
ア
で
は
広
く
愛
読
・
信
奉
さ
れ
る
仏
教
経
典
で
あ
る
。

展
示
書
は
、
漢
文
の
『
観
無
量
寿
経
』
を
書
き
下
し
訓
点
を
施
し
た
内
容
を
、

白
界
の
引
か
れ
た
斐
紙
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
元
来
横
幅
十
三

糎
程
度
の
細
長
い
粘
葉
装
、
丁
の
表
面
に
あ
た
る
と
想
定
さ
れ
る
。 

4

［
か
な
か
ん
む
り
ょ
う
じ
ゅ
き
ょ
う
］

［
こ
ん
し
き
ん
ぎ
ん
じ
ふ
く
う
け
ん
さ
く
し
ん
ぺ
ん
し
ん
ご
ん
き
ょ
う
］



　
力
強
い
書
風
は
、
後
京
極
良
経
（
一
一
六
九
～
一
二
〇
六
）
の
風
格
を
彷
彿

ご
き
ょ
う
ご
く
よ
し
つ
ね

と
さ
せ
る
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
典
型
的
な
後
京
極
様
と
思
わ
れ
る
。
仏
典
の
訓

み
下
し
と
は
言
え
、
研
究
的
・
草
稿
的
書
物
で
は
な
く
、
読
誦
も
し
く
は
調
度

用
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
典
籍
は
鎌
倉
時
代
以
降
の

例
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
書
誌
学
上
か
ら
も
国
語
学
的
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ

る
。   

5
大
般
若
波
羅
蜜
多
経  
巻
第
百
七
十
六
～
百
八
十  

　
　
　
　
　
　
（
永
恩
具
経
、
横
浜
市
指
定
文
化
財
）   

五
巻 

紙
本
墨
書 

巻
第
百
七
十
六     

縦
二
五
・
三
糎   

横
七
八
二
・
三
糎
（
十
四
紙
） 

巻
第
百
七
十
七
　  

縦
二
五
・
三
糎   

横
八
八
七
・
四
糎
（
十
六
紙
） 

巻
第
百
七
十
八
　  

縦
二
五
・
三
糎   

横
八
八
四
・
一
糎
（
十
五
紙
） 

巻
第
百
七
十
九
　  

縦
二
五
・
三
糎   

横
九
三
九
・
三
糎
（
十
八
紙
） 

巻
第
百
八
十        

縦
二
五
・
三
糎   

横
八
四
一
・
七
糎
（
十
六
紙
） 

奈
良
時
代
写   

　
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
　
興
福
寺
永
恩
加
点 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
〇
三
一
七
七
三
六
三
〜
七
〕 

　
大
般
若
経
六
百
巻
は
般
若
経
典
群
の
集
大
成
で
、
玄
奘
三
蔵
（
六
〇
二
～
六

六
四
）
が
最
晩
年
に
完
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
展
示
書
は
、
「
永
恩
具
経
」
と

呼
ば
れ
る
大
般
若
経
六
百
巻
の
う
ち
、
巻
第
百
七
十
六
か
ら
第
百
八
十
巻
ま
で

の
五
巻
で
あ
り
、
平
成
五
年
に
横
浜
市
教
育
委
員
会
よ
り
「
横
浜
市
指
定
有
形

文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
永
恩
具
経
」
と
は
、
興
福
寺
の
蔵
司
永
恩
が
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
貞
永
・
天

ぞ
う
す

福
（
一
二
三
二
～
三
三 

）
前
後
、
か
ね
て
蒐
集
し
て
い
た
天
平
時
代
か
ら
平
安

時
代
初
期
ま
で
の
大
般
若
経
六
百
巻
の
全
巻
に
わ
た
っ
て
朱
の
句
点
を
施
し
、

一
具
と
し
て
自
ら
の
氏
神
で
あ
る
河
内
国
玉
祖
神
社
に
奉
納
し
た
も
の
。
本
学

所
蔵
の
五
巻
す
べ
て
に
も
朱
の
句
点
が
あ
り
、
巻
第
百
七
十
六
よ
り
百
七
十
九

ま
で
に
は
巻
末
に
朱
で
「
句
切
了
永
恩
」
と
記
さ
れ
る
の
み
だ
が
、
巻
第
百
八

十
の
巻
末
に
は
、 

天
福
元
年
癸
巳
五
月
廿
六
日
興
福
寺
偕
馬
道
以
東 

　
　
為
第
二
房
句
切
了   

永
恩
生
年
六
十
七 

と
朱
書
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
加
点
奥
書
は
十
巻
ご
と
に
記
す
の
を
原
則
と
し
た
ら
し
い
が
、
巻

第
五
百
九
十
一
に
は
「
貞
永
二
年
癸
巳
」
の
朱
書
が
あ
っ
た
と
い
う
。
貞
永
二

年
（
一
二
三
三
）
は
四
月
十
五
日
に
天
福
に
改
元
さ
れ
て
い
る
の
で
、
永
恩
の

加
点
が
巻
序
に
従
っ
た
の
で
な
い
こ
と
を
知
る
。
永
恩
具
経
は
四
十
巻
ほ
ど
の

現
存
が
確
認
さ
れ
、
雄
渾
に
し
て
秀
麗
な
書
法
は
見
事
で
あ
り
、
特
に
五
巻
が

連
続
し
て
揃
っ
て
い
る
の
は
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。 

5

［
だ
い
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
っ
た
き
ょ
う
］



6
大
般
若
波
羅
蜜
多
経  

巻
第
二
百
八
十
五  

　
　
　   

（
東
大
寺
八
幡
経
、
横
浜
市
指
定
文
化
財
）      

一
巻 

紙
本
墨
書 

縦
二
六
・
二
糎   

横
五
二
糎
（
第
二
紙
）  

全
長
八
六
二
・
五
糎
（
一
七
紙
） 

嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
写 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
〇
一
五
六
一
五
七
〕 

　
展
示
書
は
、
表
紙
は
逸
失
し
た
が
本
文
の
欠
落
は
な
い
。
銀
杏
形
の
鍍
金
軸

を
持
ち
、
軸
木
に
は
薬
師
十
二
神
将
・
四
天
王
の
梵
字
と
願
を
か
け
る
修
字
か

ら
な
る
梵
字
が
十
七
字
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
黄
檗
染
め
の
料
紙
に
、
一
紙
二
十

七
か
ら
二
十
八
字
行
、
一
行
は
十
七
字
で
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字
は
わ
ず

か
に
藤
原
経
の
特
色
を
残
し
て
い
る
。
紙
背
に
は
一
紙
ご
と
に
「
東
大
寺
／
八

幡
宮
」
の
墨
印
（
計
十
七
顆
）
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
巻
末
に
は
別
筆
に
よ
る
以

下
の
奥
書
が
あ
る
。 

奉
加      

銭
百
文      

尼 

善
阿
弥
陁
佛 

奉
加
米
一
石
御
経
蔵
造
營
五
百
人
之
内
比
丘
尼
善
阿
弥
陁
佛 

                                                                  

壽 

 

「
善
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
比
丘
尼
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
墨
印
と
奥
書

か
ら
、
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
前
期
を
代
表
す
る
写
経
「
東
大
寺
八
幡
経
」
の
う
ち

の
一
巻
で
あ
る
と
わ
か
る
。 

　
東
大
寺
八
幡
経
は
諸
家
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
写
本
の
奥
書
に
よ
る

と
、
東
大
寺
伽
藍
の
安
穏
の
た
め
尼
成
阿
弥
陀
仏
が
発
願
し
、
嘉
禄
二
年
（
一

二
二
六
）
か
ら
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
四
月
十
一
日
ま
で
に
書
写
さ
れ
、
東

大
寺
鎮
守
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
本
巻
の
奥
書
か

ら
、
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
に
善
阿
弥
陀
仏
等
五
百
人
の
寄
進
に
よ
っ
て
本

巻
を
納
め
る
経
蔵
が
造
営
さ
れ
た
と
い
う
東
大
寺
を
中
心
と
し
た
南
都
の
教
団

実
情
が
伝
ら
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。 

7
観
普
賢
経
私
記  

（
来
迎
院
如
来
蔵
本
）            

列
帖
装
一
冊
　 

紙
本
墨
書 

縦
二
五
・
五
糎   

横
一
五
・
七
糎 

建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
　
禅
寂
写 〔

図
書
館
登
録
番
号
　
一
〇
七
七
三
七
一
〕 

　
表
紙
は
美
麗
な
「
雲
母
引
地
茶
唐
草
文
摺
譜
付
」
で
、
外
題
は
打
付
墨
書
に

て
「
□
普
賢
経
私
記 

如
来
蔵
」
、
右
下
に
同
筆
で
「
覚
阿
」
と
あ
る
。
本
文
は

楮
打
紙
に
墨
書
。
内
題
「
観
普
賢
経
私
記
」
（
二
丁
表
）
、
尾
題
「
普
賢
経
私

記
」
（
二
七
丁
表
）
。
墨
付
二
七
丁
・
後
遊
紙
一
丁
（
一
折
七
紙
一
三
丁
、
二

折
八
紙
一
五
丁
、
残
り
各
一
丁
は
前
後
見
返
）
。
四
周
単
辺
有
界
（
押
界
）
。

七
行
二
十
一
字
前
後
。
漢
文
（
白
文
）
。 

【
奧
書
】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
校
了 

　
　
本
云 

　
　
保
元
三
年
十
月
十
日
於
白
河
御
房
手
自
書
写
之
。
此
書
慈
覚 

　
　
大
師
草
云
々
。
三
井
本
也
。
書
本
文
字
狼
藉
歟
。
沙
門
澄
憲
卅
三 

　
　
　
　
建
保
五
年
八
月
十
三
日
書
校
了
。
為
補
如
来
蔵
之
闕
也
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
門
禅
寂 

6

［
だ
い
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
っ
た
き
ょ
う
］

［
か
ん
ふ
げ
ん
き
ょ
う
し
き
］



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
以
正
本
重
可
比
校
。
（
二
七
丁
表
） 

　
　
或
人
云
、
此
記
慈
覚
大
師
記
云
々
。 

　
　
私
云
。
広
智
菩
薩
奉
借
書
籍
於
慈
覚
大
師
之
目
録
有 

　
　
普
賢
私
記
。
若
此
記
歟
。
可
尋
之
。
　
禅
寂
。
（
二
七
丁
裏
）
　 

　
＊
句
点
を
付
し
た
。 

　
本
書
は
、
『
法
華
経
』
の
実
践
的
な
修
行
を
開
示
す
る
『
観
普
賢
菩
薩
行
法

経
』
に
関
す
る
書
写
本
で
、
こ
れ
ま
で
本
学
図
書
館
の
貴
重
書
展
で
二
度
の
展

観
が
な
さ
れ
た
（
第
一
二
三
回
・
第
一
三
一
回
）
。 

　
表
紙
題
簽
外
題
下
の
「
如
来
蔵
」
と
い
う
墨
書
か
ら
、
京
都
大
原
の
三
文
庫

の
一
つ
来
迎
院
如
来
蔵
に
旧
蔵
の
書
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、

慈
覚
大
師
円
仁
が
草
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
本
書
を
、
建
保
五
年
（
一
二
一

七
）
、
来
迎
院
の
禅
寂
が
、
安
居
院
の
澄
憲
に
よ
っ
て
保
元
三
年
（
一
一
五

八
）
に
白
河
御
房
で
書
写
さ
れ
た
本
を
も
っ
て
校
合
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。 

　
本
書
は
、
本
学
文
学
部
教
授
で
あ
っ
た
池
田
利
夫
氏
に
よ
り
、
鴨
長
明
の
廻

向
に
「
月
講
式
」
を
起
草
し
た
と
い
う
禅
寂
か
ら
の
研
究
が
進
み
、
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
禅
寂
（
俗
名
は
日
野
長
親
、
兼
光
息
）
が
来
迎
院
五
世

の
如
蓮
房
と
判
明
し
た
こ
と
で
、
貴
重
書
と
し
て
の
意
義
は
深
ま
っ
た
が
、
い

ま
だ
詳
ら
か
な
ら
ざ
る
こ
と
も
残
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
の
右
端
下
方
の
手
沢
を

表
わ
す
天
台
入
宋
僧
「
覚
阿
」
の
識
語
の
存
在
が
、
「
如
来
蔵
の
闕
を
補
は
む

が
為
」
と
禅
寂
が
記
し
た
真
意
を
読
み
解
く
一
つ
の
鍵
と
な
ろ
う
。 

　
禅
寂
識
語
か
ら
お
よ
そ
二
十
年
後
の
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
、
円
仁
所
伝

の
声
明
を
伝
え
る
来
迎
院
で
、
天
台
声
明
再
興
の
た
め
の
『
魚
山
目
録
』
が
編

纂
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
同
院
に
お
け
る
「
宝
蔵
目
録
」
の
編
纂
事
業
が
機
縁
と

な
っ
て
本
書
が
捜
索
さ
れ
、
か
の
禅
寂
の
も
と
で
入
蔵
が
果
た
さ
れ
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。
そ
の
私
記
の
扉
を
披
け
ば
、
法
会
の
次
第
書
き
に
次
い
で
、

『
観
普
賢
経
』
の
経
句
や
そ
の
他
の
要
文
を
随
所
に
引
き
な
が
ら
、
経
全
体
の

組
織
が
体
系
的
に
分
科
・
整
理
さ
れ
た
「
科
文
」
の
ご
と
き
書
と
み
ら
れ
る
。

果
た
し
て
円
仁
草
か
、
期
す
べ
き
は
詳
細
な
本
文
研
究
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま

で
も
な
い
。 

8
五
合
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　 

一
巻 

紙
本
墨
書 

縦
二
七
・
二
糎
　
全
長
二
三
六
・
〇
糎 

平
安
時
代
末
写 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
〇
三
四
四
〇
二
一
〕 

 

『
五
合
書
籍
目
録
』
（
佚
名
、
配
架
名
『
五
合
目
録
』
）
と
仮
称
す
る
巻
子

し
ょ
じ
ゃ
く

本
で
あ
る
。
平
安
時
代
末
頃
の
書
写
で
、
惜
し
く
も
巻
初
を
欠
く
が
、
法
花
疏

九
点
・
顕
章
疏
十
二
点
・
倶
舎
六
点
・
伝
記
二
十
一
点
・
講
式
十
三
点
の
国
書

や
請
来
書
の
諸
書
が
、
各
々
一
合
（
函
）
に
収
め
ら
れ
た
五
合
分
、
六
十
一
点

の
目
録
で
、
書
名
に
調
巻
や
員
数
を
添
え
、
著
者
や
撰
者
な
ど
に
記
述
が
及
ぶ

も
の
も
あ
る
。 

　
か
つ
て
本
学
の
母
体
で
あ
る
總
持
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念
の
蔵
書
貴
重
書

展
で
紹
介
さ
れ
（
於
・
丸
善
東
京
日
本
橋
店
、
鶴
見
大
学
蔵
貴
重
書
展
解
説
図

録
『
古
典
籍
と
古
筆
切
』
池
田
利
夫
氏
解
説
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
）
、

目
録
に
刻
さ
れ
た
諸
書
が
各
研
究
分
野
の
資
と
な
る
こ
と
で
注
目
を
集
め
た
。

7

［
ご
ご
う
も
く
ろ
く
］



後
に
全
文
翻
刻
も
さ
れ
て
（
田
島
公
氏
『
禁
裏
・
宮
家
・
公
家
文
庫
所
蔵
古
典

籍
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
目
録
学
的
研
究
』
「
中
世
蔵
書
目
録
管
見
」
、
平
成

十
四-
十
七
年
度
科
学
研
究
費
報
告
書
）
、
各
分
野
の
研
究
者
に
よ
り
、
記
載
の

一
書
ご
と
に
関
す
る
個
別
の
考
証
も
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
試
み
に
倶
舎
の
合
か
ら
「
倶
舎
論
本
頌
三
巻
上
中
下 

有
注 

先
師
御
注
也
」

「
須
弥
山
図
一
巻
」
、
伝
記
の
合
か
ら
「
大
唐
三
蔵
取
経
記
一
部
三
帖
一
二
三
」

「
清
涼
伝
一
巻
複 

上
下
」
「
一
結
四
巻
〈
宋
朝
往
反
消
息
等
一
通 

良
史
書
札

一
通
／
寂
昭
往
反
消
息
一
通 

玄
奘
歴
見
国
一
通
〉
」
「
破
損
一
巻
天
竺
図
歟
」

な
ど
を
拾
え
ば
、
須
弥
山
世
界
か
ら
五
天
竺
、
五
台
山
な
ど
に
関
す
る
請
来
の

要
書
を
収
め
た
最
先
端
の
宝
蔵
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。 

　
な
か
で
も
目
を
引
く
『
玄
奘
三
蔵
取
経
記
』
は
、
現
存
す
る
お
茶
の
水
図
書

館
所
蔵
本
（
徳
富
蘇
峰
旧
蔵
）
が
知
ら
れ
、
印
記
か
ら
『
高
山
寺
蔵
書
目
録
』

第
五
十
五
甲
の
「
玄
奘
取
経
記
二
部
」
の
一
本
（
い
ま
一
本
は
大
倉
文
化
財
団

所
蔵
『
大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
』
）
に
あ
た
る
海
内
の
孤
本
と
し
て
貴
重
で
あ
る

が
、
本
目
録
の
記
録
か
ら
は
、
そ
れ
と
は
別
に
伝
来
し
所
蔵
さ
れ
た
南
宋
版
の

存
在
が
想
起
さ
れ
よ
う
。 

　
い
ず
れ
の
宝
蔵
を
記
し
留
め
た
目
録
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
部
の
端
裏
書
に
よ

れ
ば
、
当
初
は
二
合
分
の
目
録
で
あ
っ
た
も
の
を
、
「
二
合
目
六
」
の
記
載
を

消
し
て
紙
を
継
ぎ
、
五
合
分
の
目
録
と
し
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
散
逸
し
た

可
能
性
の
あ
る
連
れ
が
見
い
だ
さ
れ
て
果
た
し
て
何
合
と
な
る
か
、
個
別
の
書

籍
に
関
す
る
考
究
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
収
め
た
宝
蔵
へ
の
興
味
は
尽
き
な

い
。 

9
仏
説
聖
観
自
在
菩
薩
不
空
王
秘
密
心
陀
羅
尼
経   

残
本 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宋
版
）          

折
本
一
帖 

紙
本
木
版 

縦
二
八
糎   

横
一
一
・
四
糎  

十
二
世
紀
刊 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
〇
一
五
六
三
七
一
〕 

　
展
示
書
は
、
二
十
三
折
が
残
存
す
る
折
本
、
版
式
は
、
毎
版
三
十
六
行
、
毎

行
十
七
字
、
半
折
六
行
か
ら
な
り
、
版
心
に
は
函
の
千
字
文
・
巻
次
・
版
次
・

刻
工
名
が
順
次
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
表
紙
に
は
「
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
」
と

あ
る
が
、
実
際
の
内
容
は
、
前
半
の
六
紙
が
『
仏
説
聖
観
自
在
菩
薩
不
空
王
秘

密
心
陀
羅
尼
経
』
（
全
一
巻
）
の
第
二
紙
か
ら
第
七
紙
ま
で
の
残
巻
（
巻
首
と

巻
末
そ
れ
ぞ
れ
一
紙
は
欠
落
）
に
、
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
（
全
三
十

ふ
く
う
け
ん
さ
く
し
ん
ぺ
ん
し
ん
ご
ん
き
ょ
う

巻
）
第
一
巻
の
巻
末
に
あ
た
る
二
紙
（
第
十
三
～
十
四
紙
）
を
繋
ぎ
あ
わ
せ
た

も
の
で
あ
る
。 

　
展
示
書
は
徳
富
蘇
峰
の
旧
蔵
に
か
か
る
も
の
で
、
印
記
と
帙
に
書
か
れ
た
識

語
に
よ
る
と
、
元
々
東
福
寺
塔
頭
の
三
聖
寺
宋
版
仏
教
所
に
あ
っ
た
ら
し
く
、

さ
ん
し
ょ
う
じ

蘇
峰
は
北
宋
版
と
断
言
し
て
い
る
。
両
経
の
千
字
文
や
特
徴
的
な
版
式
や
版
心

に
刻
さ
れ
た
刻
工
名
か
ら
、
北
宋
版
の
「
毘
廬
大
蔵
経
」
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

び

る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ち
み
な
に
、
毘
廬
蔵
と
は
、
中
国
北
宋
政
和
二
年

（
一
一
一
二
）
か
ら
南
宋
紹
興
二
十
一
年
（
一
一
五
一
）
ま
で
開
板
さ
れ
た
私

版
大
蔵
経
で
あ
る
。
　
　
　
　
　 

8

［
ぶ
っ
せ
つ
し
ょ
う
か
ん
じ
ざ
い
ぼ
さ
つ
ふ
く
う
お
う
ひ
み
つ
し
ん
だ
ら
に
き
ょ
う
］



10
宗
鏡
録  

巻
第
四
十
九 

（
元
版
大
蔵
経
本
）         

折
本
一
帖
　 

紙
本
木
版 

縦
三
〇
糎   

横
一
一
・
五
糎 

十
三
世
紀
刊 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
〇
八
四
〇
二
一
〕 

 

『
宗
鏡
録
』
百
巻
は
中
国
五
代
の
永
明
延
寿
（
九
〇
四
～
九
七
五
）
が
、
イ
ン

ド
・
中
国
の
大
乗
経
論
を
は
じ
め
、
禅
僧
の
語
録
、
戒
律
書
、
俗
書
を
ひ
ろ
く

渉
猟
し
、
法
相
・
三
論
・
華
厳
・
天
台
を
折
衷
し
て
禅
に
融
合
さ
せ
た
大
著
で

あ
る
。
展
示
書
は
元
代
刊
本
の
普
寧
寺
版
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。 

　
普
寧
寺
版
大
蔵
経
は
、
元
・
至
元
十
四
年
（＝
南
宋
景
炎
二
年
〈
一
二
七

七
〉
）
か
ら
同
二
十
七
年
（
一
二
九
〇
）
に
か
け
て
中
国
杭
州
の
大
普
寧
寺
で

開
板
さ
れ
た
私
版
大
蔵
経
で
あ
る
。
普
寧
寺
版
は
南
宋
の
思
渓
版
大
蔵
経
の
重

し
け
い

版
を
め
ざ
し
た
た
め
版
式
な
ど
は
同
じ
で
あ
る
が
、
福
州
東
禅
寺
版
・
開
元
寺

版
と
も
校
合
し
た
善
本
と
さ
れ
て
い
る
。 

　
展
示
書
は
折
本
一
貼
、
全
二
十
四
折
か
ら
な
る
。
赤
褐
色
原
表
紙
長
く
し
て

全
体
を
包
み
込
む
帙
型
折
本
の
原
形
を
そ
の
ま
ま
留
め
、
帙
表
に
「
宗
鏡
録
巻

第
四
十
九
」
と
打
ち
付
け
さ
れ
て
い
る
。
版
式
は
、
毎
版
三
十
行
、
毎
行
十
七

字
、
毎
半
折
六
行
、
版
心
に
は
函
の
千
字
文
、
冊
数
に
続
き
「
馬
明
勝
」
と
刻

工
名
が
付
刻
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
の
尾
題
の
下
に
「
綺
九
」
と
あ
り
、
「
綺
」

函
の
第
九
冊
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
普
寧
蔵
の
特
徴
が
表
れ

て
い
る
。
本
書
の
末
尾
に
、
難
字
の
発
音
を
示
す
反
切
に
続
き
、
「
徑
山
興
聖

萬
壽
禪
寺
首
座
沙
門
慧
元
重
校
」
と
い
う
校
記
が
あ
る
。
識
語
の
左
下
に
は

「
寶
玲
文
庫
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。 

11
大
般
若
波
羅
蜜
多
経  

巻
第
百
八
十
二
（
嘉
禄
版
）    

一
巻
　
　 

紙
本
木
版 

縦
二
六
・
二
糎   

横
四
五
糎
（
第
二
紙
） 

鎌
倉
時
代
前
期
刊 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
〇
二
九
七
七
九
〇
〕 

　
嘉
禄
版
大
般
若
と
は
、
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
か
ら
嘉
禄
三
年
（
一
二
二

七
）
に
奈
良
興
福
寺
で
開
版
さ
れ
た
大
般
若
経
六
百
巻
の
こ
と
で
あ
る
。
展
示

書
は
、
嘉
禄
版
の
版
木
を
用
い
て
、
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
に
橘
乙
女
と
い

う
女
性
の
発
願
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
の
一
巻
で
あ
る
。
版
式
は

一
版
二
十
四
行
、
一
行
十
七
字
、
三
、
四
巻
に
一
巻
の
割
り
合
い
で
、
巻
末
に

「
弘
安
八
年
橘
乙
女
」
な
る
墨
書
が
あ
る
。
箱
書
に
は
「
吉
野
蔵
王
堂
伝
来
春

日
版
」
と
あ
る
。
巻
首
の
内
題
の
下
に
は
「
寶
玲
文
庫
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て

い
る
。 

9

［
す
ぎ
ょ
う
ろ
く
］

［
だ
い
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
っ
た
き
ょ
う
］



12
仏
説
盂
蘭
盆
経
疏
科
文  

残
巻 

（
泉
涌
寺
版
）    

折
本
一
帖
　
　 

紙
本
木
版 

縦
三
〇
・
七
糎   

横
一
〇
・
八
糎 

永
仁
年
間
（
一
二
九
三
～
一
二
九
九
）
刊 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
〇
五
三
五
四
九
〕 

　
本
書
は
、
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
が
著
し
た
「
盂
蘭
盆
経
」
の
註

け
い
ほ
う
し
ゅ
う
み
つ

釈
書
、
「
盂
蘭
盆
経
疏
」
の
語
句
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
展
示
書
は
、
折
本
一
貼
、
現
存
九
折
（
厚
目
の
楮
紙
六
紙
）
、
巻
尾
一
紙
を

欠
く
残
本
で
あ
る
。
表
紙
の
外
題
に
は
「
盂
蘭
盆
経
疏
科
文
」
と
あ
り
、
内
題

「
仏
説
盂
蘭
盆
経
疏
科
分
二
」
の
下
に
は
「
大
宋
餘
杭
沙
門
元
照   

録
」
と
あ

る
。
京
都
東
山
の
泉
涌
寺
開
版
の
宋
版
の
覆
刻
版
で
あ
る
。
泉
涌
寺
は
、
寛
元

せ
ん
に
ゅ
う
じ

四
年
（
一
二
四
六
）
の
『
仏
制
比
丘
六
物
図
』
の
開
版
を
筆
頭
に
律
再
興
の
祖

俊
芿
（
一
一
六
六
～
一
二
二
七
）
が
将
来
し
た
宋
版
を
底
本
に
し
て
数
々
の
教

し
ゅ
ん
じ
ょ
う

学
書
を
覆
刻
し
て
い
る
。 

13
仏
制
比
丘
六
物
図
（
五
山
版
）                        

袋
綴
一
冊
　  

紙
本
木
版 

縦
二
七
・
八
糎   

横
一
八
・
七
糎 

室
町
時
代
中
期
刊  

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
〇
七
三
九
〇
四
〕  

　
本
書
は
、
比
丘
（
修
行
者
）
必
具
の
六
物
で
あ
る
僧
伽
梨
（
大
衣
）
・
欝

そ
う
ぎ
ゃ
り

だ
い
え

う
っ

多
羅
僧
（
七
条
衣
）
・
安
陀
会
（
五
条
衣
）
・
鉢
多
羅
（
応
量
器
）
・
尼
師
壇

た

ら
そ
う

あ
ん
だ

え

は
っ
た

ら

に

し
だ
ん

（
坐
具
）
・
漉
水
囊
を
図
示
し
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。 

ろ
く
す
い
の
う

　
展
示
書
は
、
や
や
厚
手
の
楮
紙
に
半
丁
七
行
、
毎
行
十
七
字
で
書
写
さ
れ
て

い
る
。
図
六
面
、
墨
付
全
三
十
一
丁
。
表
紙
は
改
装
さ
れ
て
い
る
が
、
見
返
し

に
「
持
明
院
教
誉
」
の
手
沢
名
が
あ
り
、
巻
首
に
「
三
井
家
」
の
朱
印
が
あ
る
。 

最
終
丁
の
裏
面
の
巻
末
刊
語
に
よ
る
と
、
俊
芿
が
宋
で
学
ん
だ
元
照
（
一
〇
四

八
～
一
一
一
六
）
撰
の
本
書
を
弘
宣
す
る
た
め
、
孫
弟
子
道
玄
が
寛
元
四
年

（
一
二
四
六
）
泉
涌
寺
で
出
版
し
た
覆
宋
刊
本
に
あ
た
る
『
仏
制
比
丘
六
物

図
』
の
印
板
が
湮
滅
し
た
た
め
、
了
珍
が
南
禅
寺
で
再
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。

南
禅
寺
真
乗
院
は
大
応
派
香
林
宗
簡
の
塔
頭
で
、
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
の

成
立
と
さ
れ
て
い
る
。
彫
版
は
や
や
粗
い
感
じ
を
受
け
る
と
共
に
、
泉
涌
寺
版

と
は
版
式
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
南
禅
寺
版
の
伝
本
は
少
な
く
、
本
書
以
外

に
大
東
急
記
念
文
庫
本
・
東
洋
文
庫
本
な
ど
五
本
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。 

　
な
お
本
書
の
刊
行
年
時
は
、
真
乗
院
成
立
の
宝
徳
二
年
か
ら
、
大
東
急
記
念

文
庫
本
に
あ
る
東
福
寺
百
八
十
四
世
自
悦
守
懌
の
識
語
に
み
え
る
明
応
四
年

（
一
四
九
五
）
の
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

10

［
ぶ
っ
せ
つ
う
ら
ぼ
ん
き
ょ
う
し
ょ
か
も
ん
］

［
ぶ
っ
せ
い
び
く
ろ
く
も
つ
ず
］



14
仏
果
圜
悟
禅
師
碧
巌
録  

十
巻 

（
五
山
版
）       

袋
綴
五
冊      

紙
本
木
版 

縦
二
五
糎   

横
一
五
・
四
糎  

室
町
時
代
初
期
刊 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
〇
二
六
八
三
六
三
、
〇
二
六
八
三
六
四
、 

〇
二
〇
三
五
二
七
〕 

　
中
世
の
禅
宗
寺
院
、
特
に
五
山
と
呼
ば
れ
る
鎌
倉
・
京
都
の
主
要
寺
院
に
お

い
て
は
、
鎌
倉
後
期
か
ら
禅
宗
関
係
の
語
録
類
及
び
外
典
と
呼
ば
れ
る
漢
詩
文

書
の
出
版
が
行
な
わ
れ
、
南
北
朝
期
に
最
高
潮
に
達
す
る
。
し
か
し
室
町
時
代

に
入
る
と
、
出
版
点
数
は
や
や
減
少
に
転
じ
、
十
五
世
紀
半
ば
以
降
は
む
し
ろ

地
方
の
有
力
守
護
大
名
の
保
護
の
も
と
で
、
地
方
禅
宗
寺
院
に
お
け
る
小
規
模

な
出
版
が
各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
五
山
版
」

と
呼
び
、
日
本
の
出
版
史
研
究
や
書
誌
学
研
究
上
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
重
視

さ
れ
て
き
た
。 

　
展
示
書
は
、
禅
宗
の
宗
門
第
一
書
と
も
称
さ
れ
、
中
国
、
日
本
の
禅
林
で
は

広
く
読
ま
れ
て
き
た
『
碧
巌
録
』
十
巻
の
五
山
版
で
あ
る
。
『
碧
巌
録
』
は
、

北
宋
の
雪
竇
重
顕
が
禅
宗
灯
史
や
語
録
か
ら
選
ん
だ
祖
師
の
古
則
な
ど
に
頌
し

せ
っ
ち
ょ
う
じ
ゅ
う
け
ん

た
「
雪
竇
頌
古
百
則
」
に
対
し
て
、
圜
悟
克
勤
が
垂
示
・
著
語
・
評
唱
を
加
え

え
ん
ご
こ
く
ご
ん

た
も
の
で
、
元
の
大
徳
四
年
（
一
三
〇
〇
）
に
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
。
日
本
で

は
、
南
北
朝
前
半
に
建
仁
寺
天
瀾
庵
玉
峯
正
琳
に
よ
っ
て
開
板
さ
れ
た
元
版
の

覆
刻
本
が
最
初
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
来
、
京
都
、
鎌
倉
の
五
山
を
中
心
に
諸

所
の
禅
宗
関
係
者
よ
り
繰
り
返
し
出
版
さ
れ
た
。 

　
展
示
書
の
巻
第
五
の
巻
尾
に
は
長
文
の
刊
記
が
あ
り
、
巻
第
七
、
第
九
、
第

十
の
末
尾
に
は
「
玉
峯
刻
梓
」
と
の
刊
記
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
書
は
日
本
最
初
の
刊
本
に
あ
た
る
玉
峯
刊
本
の
重
版
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
な
お
、
本
書
は
こ
の
種
の
版
の
現
存
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
。 

15
佛
祖
正
法
直
傳  

一
巻   

（
五
山
版
）               

袋
綴
一
冊
　 

紙
本
木
版 

縦
二
六
糎   

横
一
七
・
四
糎 

応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
刊 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
二
九
三
三
二
一
〕
　 

　
本
書
は
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
禅
僧
、
峰
翁
祖
一
が
編
纂
し
た
、
過
去
七
仏

か
ら
西
天
二
十
八
祖
、
さ
ら
に
唐
土
は
達
磨
か
ら
六
祖
、
そ
し
て
青
原
下
は
龍

潭
崇
信
、
南
嶽
下
は
天
童
咸
傑
ま
で
至
る
四
十
七
名
の
禅
僧
を
記
す
燈
史
『
佛

祖
正
法
直
傳
』
の
五
山
版
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
表
紙
の
左
端
に
外
題
「
佛
祖
正

法
直
傳
全
」
と
墨
書
、
墨
付
五
十
丁
（
半
丁
十
行
、
一
行
二
十
字
）
、
第
五
十

丁
裏
面
に
「
應
永
丙
子
孟
冬
下
瀚
／
重
命
工
刊
行
」
と
刊
記
が
あ
る
。 

　
五
山
版
『
佛
祖
正
法
直
傳
』
は
、
も
と
も
と
月
庵
宗
光
と
い
う
禅
僧
が
康
暦

三
年
（
一
三
八
一
）
に
刊
行
し
た
こ
と
が
、
応
永
十
一
年
（
一
四
〇
四
）
重
刊

本
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
書
は
そ
れ
ら
と
版
式
を
異
に
す
る
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
東
洋
文
庫
蔵
本
の
み
が
伝
え
ら
れ
る
稀
覯
本
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
五
山
版
に
お
い
て
は
、
日
本
人
禅
僧
の
著
作
を
刊
行
す
る
こ
と
は
、
一
部
の

著
名
な
禅
僧
の
語
録
を
除
く
と
非
常
に
珍
し
く
、
同
時
に
日
本
人
禅
僧
の
禅
宗

11

［
ぶ
っ
か
え
ん
ご
ぜ
ん
じ
へ
き
が
ん
ろ
く
］

［
ぶ
っ
そ
し
ょ
う
ぼ
う
じ
き
で
ん
］



史
観
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
等
の
訓

点
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
禅
宗
寺
院
に
院
に
お
け
る
漢
文
訓
読
の

実
態
を
示
す
好
箇
の
資
料
で
あ
る
。 

16
対
大
己
五
夏
闍
梨
法  

断
巻  

（
道
正
庵
切
）       

額
装
二
葉      

紙
本
墨
書 

縦
二
三
・
九
糎   

横
一
四
・
四
糎 

寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
写 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
〇
三
一
七
一
九
六
、
一
〇
五
六
一
五
九
〕 

　
入
門
し
た
ば
か
り
の
修
行
僧
に
、
大
己
（
先
輩
僧
侶
）
に
対
す
る
礼
法
を
六

十
二
条
に
わ
た
り
説
示
さ
れ
た
「
対
大
己
法
」
（
江
戸
期
に
編
集
さ
れ
た
『
永

平
清
規
』
に
納
め
ら
れ
る
）
の
断
簡
で
、
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
～
五
三
）
四

し
ん
ぎ

十
五
歳
、
壮
年
期
の
気
迫
み
な
ぎ
る
唐
様
の
筆
跡
で
あ
る
。
道
元
禅
師
に
随
侍

し
た
俗
弟
子
の
木
下
道
正
が
帰
国
後
京
に
薬
舗
を
構
え
た
庵
（
現
在
の
京
都
市

上
京
区
道
正
町
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
た
め
、
「
道
正
庵
切
」

と
も
称
さ
れ
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
国
宝
手
鑑
『
藻
塩
草
』
所
収
の
切
の
裏
面

も
し
お
ぐ
さ

に
当
た
る
。 

　
斐
紙
の
一
面
に
白
界
六
行
を
施
し
十
丁
二
十
面
よ
り
成
っ
て
い
た
粘
葉
装
の

で
っ
ち
ょ
う
そ
う

冊
子
と
推
定
さ
れ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
本
学
に
所
蔵
の
二
葉
を
含
め
て
、
わ

ず
か
五
葉
と
三
行
だ
け
で
あ
る
。 

　
本
書
巻
末
識
語
に
当
る
断
簡
が
出
光
美
術
館
蔵
国
宝
手
鑑
『
見
ぬ
世
の
友
』

に
収
め
ら
れ
、
「
于
時
日
本
寛
元
二
年
甲
辰
三
月
二
十
一
日
」
な
る
年
記
と
「
道

元
（
花
押
）
」
と
署
名
ま
で
も
見
ら
れ
る
の
で
、
同
じ
く
自
署
を
有
す
る
永
平

寺
蔵
国
宝
『
普
勧
坐
禅
儀
』
と
並
び
、
極
め
て
稀
な
道
元
禅
師
真
筆
墨
跡
の
中

で
、
自
筆
か
否
か
を
鑑
定
す
る
上
で
の
根
本
真
跡
資
料
と
な
っ
て
い
る
。 

17
正
法
眼
蔵                 

　
　
　
　
　
　
　
　
袋
綴
二
十
一
冊 

紙
本
墨
書 

縦
二
七
・
三
糎   

横
一
八
・
一
糎 

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
～
同
八
年
（
一
六
九
五
）
写 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
三
四
四
六
三
三
〕 

　
道
元
禅
師
の
著
書
は
、
数
多
い
。
展
示
書
で
あ
る
『
正
法
眼
蔵
』
を
始
め
、

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
『
永
平
広
録
』
『
永
平
清
規
』
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
『
正
法
眼
蔵
』
は
、
道
元
禅
師
の
主
著
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。 

 

『
正
法
眼
蔵
』
は
、
道
元
禅
師
の
思
想
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
信
仰
の
書
、
嗣

法
の
証
し
と
し
て
書
写
さ
れ
そ
の
写
本
の
数
は
多
い
。
し
か
し
、
寺
院
の
堂
宇

奥
深
く
に
秘
蔵
さ
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
り
、
一
般
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
希
有

で
あ
る
。
ま
た
、
伝
播
の
過
程
に
よ
り
七
十
五
巻
本
、
六
十
巻
本
、
八
十
巻

本
、
九
十
五
巻
本
、
十
二
卷
本
な
ど
、
多
く
の
系
統
に
分
か
れ
る
。
本
館
所
蔵

の
写
本
は
、
一
四
本
（
完
本
一
二
本
、
端
本
二
本
）
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
は
、

昭
和
四
八
年
よ
り
一
〇
年
間
に
渡
り
図
書
館
学
を
担
当
し
た
、
團
野
弘
之
氏
の

御
遺
族
よ
り
御
寄
贈
賜
っ
た
。
『
正
法
眼
蔵
』
書
写
の
系
統
及
び
伝
播
を
研
究

す
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。 

12

［
た
い
た
い
こ
ご
げ
じ
ゃ
り
ほ
う
］

［
し
ょ
う
ぼ
う
げ
ん
ぞ
う
］



　
展
示
書
は
、
九
十
五
巻
本
系
統
で
あ
る
。
江
戸
中
期
永
平
寺
に
お
い
て
亀
峰

き
ほ
う

瑞
泉
が
書
写
し
、
義
禅
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
目
録

ず
い
せ
ん

冊
・
巻
一
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
・
巻
二
現
成
公
案
・
巻
三
一
顆
明
珠
・
巻
十
袈
裟

功
徳
の
各
巻
末
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
各
巻
冒
頭
と
巻
末
に
丸
型
及
び
花
押
の

朱
印
が
押
さ
れ
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
蔵
書
目
録
で
は
目
録
冊
一
冊
を
含
め

二
十
一
冊
・
九
十
六
巻
本
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
晃
全
本
に
お
い
て
は
、
偽
撰

こ
う
ぜ
ん

と
さ
れ
る
「
陞
座
巻
」
を
九
十
六
巻
目
に
加
え
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
系
統
と

し
ん
ぞ

し
て
は
九
十
五
巻
本
で
あ
る
。 

18
瑩
山
和
尚
伝
光
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
袋
綴
二
冊 

紙
本
木
版 

縦
二
三
・
九
糎   

横
一
四
・
四
糎 

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
刊 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
三
九
五
五
一
一
〕 

　
總
持
寺
開
山
瑩
山
禅
師
（
一
二
六
四
～
一
三
二
五
）
の
主
な
著
作
に
は
、

『
伝
光
録
』
『
瑩
山
清
規
』
（
能
州
洞
谷
山
永
光
寺
行
事
次
序
）
『
洞
谷
記
』

よ
う
こ
う
じ

と
う
こ
く
き

『
報
恩
録
』
『
坐
禅
用
心
記
』
『
信
心
銘
拈
提
』
『
十
種
疑
帯
』
（
十
種
勅

し
ん
じ
ん
め
い
ね
ん
て
い

問
）
等
が
あ
る
。 

　
そ
の
中
で
も
『
伝
光
録
』
は
主
著
と
さ
れ
る
も
の
で
、
曹
洞
宗
の
教
え
を
伝

え
た
釈
尊
よ
り
西
天
二
十
八
祖
東
土
二
十
三
祖
、
そ
し
て
道
元
禅
師
と
懐
奘
禅

え
じ
ょ
う

師
（
一
一
九
八
～
一
二
八
〇
）
に
至
る
各
祖
師
の
悟
り
の
機
縁
、
伝
記
、
瑩
山

の
著
語
と
偈
頌
を
記
し
た
書
で
あ
る
。
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
、
瑩
山
三
七

歳
、
加
賀
大
乗
寺
住
持
時
代
に
開
示
さ
れ
、
弟
子
達
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。 

　
そ
の
写
本
は
、
全
国
に
僅
か
三
十
余
本
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、
江
戸
後
期
の

開
版
ま
で
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

　
展
示
書
は
、
彦
根
清
凉
寺
の
仏
洲
仙
英
（
一
七
九
四
～
一
八
六
四
）
が
、
幕

ぶ
っ
し
ゅ
う
せ
ん
え
い

末
の
安
政
四
年
、
京
都
書
肆
の
柳
枝
軒
よ
り
二
冊
本
（
乾
・
坤
）
と
し
て
開
版

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
大
乗
寺
所
蔵
本
（
散
佚
）
・
永
光

寺
所
蔵
本
・
仙
英
所
持
本
（
不
明
）
・
諸
方
明
徳
書
写
の
写
本
（
不
明
）
・
無

隠
道
費
の
序
文
が
付
さ
れ
た
写
本
（
不
明
）
な
ど
を
校
勘
し
た
と
さ
れ
る
。 

　
本
書
は
、
安
政
六
年
に
再
刊
さ
れ
、
版
元
を
変
え
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

總
持
寺
版
、
同
十
八
年
（
一
八
八
五
）
出
雲
寺
版
が
出
版
さ
れ
た
。
さ
ら
に
本

書
を
底
本
と
し
て
、
同
十
八
年
に
大
内
青
巒
が
鴻
盟
社
よ
り
刊
行
し
、
そ
れ
を

せ
い
ら
ん

底
本
に
諸
嶽
山
版
が
刊
行
さ
れ
た
。 

19
鼇
頭
箋
註
　
伝
光
録                              

袋
綴
二
冊 

紙
本
木
版 

縦
二
五
・
七
糎   

横
一
七
・
九
糎 

明
治
二
一
年
（
一
九
〇
六
）
刊 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
二
三
四
六
六
七
〕 

 

『
伝
光
録
』
は
安
政
四
年
、
仏
洲
仙
英
が
刊
行
す
る
ま
で
世
に
知
ら
れ
る
事
が

無
か
っ
た
。
そ
の
為
、
本
書
に
関
す
る
研
究
及
び
註
釈
書
は
、
江
戸
期
存
在
し

13

［
け
い
ざ
ん
お
し
ょ
う
で
ん
こ
う
ろ
く
］

［
ご
う
と
う
せ
ん
ち
ゅ
う  

で
ん
こ
う
ろ
く
］



な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
期
仏
教
研
究
の
高
ま
り
の
中
、
『
正
法
眼
蔵
』
と

並
び
『
伝
光
録
』
研
究
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

　
明
治
中
期
、
清
水
珊
瑚
『
首
書
傍
訓
　
瑩
山
伝
光
録
』
明
治
一
九
年
（
一
八

八
六
）
梶
田
勘
助
、
吉
田
義
山
『
首
書
傍
訓
　
瑩
山
伝
光
録
』
明
治
二
〇
年

（
一
八
八
七
）
出
雲
寺
文
次
郎
、
古
田
梵
仙
『
鼈
頭
箋
註
　
伝
光
録
』
明
治
二

一
年
（
一
八
八
八
）
森
江
佐
七
の
三
種
の
解
説
本
が
刊
行
さ
れ
る
。 

　
展
示
書
は
、
古
田
梵
仙
『
鼈
頭
箋
註
　
伝
光
録
』
で
あ
る
。
本
書
奧
書
に
校

閲
人
古
田
梵
仙
・
鼇
頭
箋
註
著
作
寺
島
得
一
と
記
す
。
古
田
梵
仙
（
一
八
三
四

～
九
九
）
は
、
長
野
県
松
本
市
盛
泉
寺
十
六
世
、
曹
洞
宗
大
学
林
専
門
本
校

（
後
の
駒
澤
大
学
）
で
教
鞭
を
取
り
、
本
書
始
め
十
五
冊
も
の
曹
洞
宗
関
係
の

註
釈
を
著
し
て
い
る
。
寺
嶋
得
一
（
生
没
年
不
詳
）
の
伝
は
詳
ら
か
で
な
い

が
、
本
書
を
含
め
「
佛
敎
大
家
　
實
地
演
説
」
明
治
二
一
年
、
「
曹
洞
教
会
修

証
義
講
話
」
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
、
「
參
同
契
宝
鏡
三
味
纂
解
」
明
治

二
六
年
（
一
八
九
三
）
等
の
編
集
、
註
釈
に
関
わ
っ
て
い
る
。
本
書
の
註
記

は
、
主
に
寺
嶋
の
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
本
書
の
内
容
は
、
語
注
・
出
典
・
解
釈
な
ど
で
、
そ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
『
伝
光
録
』
に
つ
い
て
詳
細
な
論
考
を
加
え
て
い
る
。 

20
瑩
山
和
尚
清
規
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　             

袋
綴
三
冊 

紙
本
木
版 

縦
二
五
・
六
糎   

横
一
八
・
七
糎 

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
刊 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
〇
一
五
五
九
四
〜
六
〕 

　
本
書
は
、
瑩
山
が
石
川
県
羽
咋
市
永
光
寺
で
定
め
た
修
行
規
則
で
あ
る
。
ま

よ
う
こ
う
じ

ず
、
「
清
規
」
と
は
、
「
清
浄
大
海
衆
、
規
矩
準
縄
」
の
略
。
禅
宗
修
行
僧
の

規
矩
を
定
め
た
も
の
で
、
中
国
禅
宗
成
立
期
の
唐
代
に
成
立
し
た
。
最
初
期
の

「
百
丈
清
規
」
は
散
逸
し
、
宋
代
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
開
版
の
『
禅
苑
ぜ
ん
ね
ん

清
規
』
が
現
存
最
古
の
清
規
で
あ
る
。
同
書
は
、
道
元
も
参
照
し
て
い
る
。
道

し
ん
ぎ

元
に
も
『
知
事
清
規
』
『
典
座
教
訓
』
『
対
大
己
五
夏
闍
梨
法
』
『
弁
道
法
』

ち

じ
し
ん
ぎ

て
ん
ぞ
き
ょ
う
く
ん

べ
ん
ど
う
ほ
う

な
ど
が
あ
り
、
江
戸
期
『
永
平
清
規
』
と
し
て
編
集
さ
れ
た
。 

　
展
示
書
は
、
卍
山
道
白
が
延
宝
九
年
に
開
版
し
た
「
流
布
本
」
と
呼
ば
れ
る

ま
ん
ざ
ん
ど
う
は
く

も
の
で
あ
る
。
一
般
に
『
瑩
山
和
尚
清
規
』
『
瑩
山
清
規
』
と
呼
ば
れ
る
が
、

古
写
本
の
内
題
に
『
能
州
洞
谷
山
永
光
寺
行
事
次
序
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
永

光
寺
で
の
規
則
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

　
構
成
は
、
巻
上
「
日
中
行
事
・
月
中
行
事
・
回
向
・
疏
」
、
巻
下
之
一
「
年

中
行
事
」
、
巻
下
之
二
「
坐
禅
用
心
記
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
中
・
月
中
・

年
中
と
い
う
時
間
区
分
の
構
成
で
規
則
を
定
め
た
清
規
は
、
そ
れ
ま
で
存
在
し

な
か
っ
た
。
道
元
の
『
弁
道
法
』
に
日
中
行
事
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。 

14

［
け
い
ざ
ん
お
し
ょ
う
し
ん
ぎ
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「
流
布
本
」
に
先
立
ち
、
卍
山
の
師
で
あ
る
月
舟
宗
胡
が
延
宝
五
年
（
一
六
七

七
）
に
、
卍
山
自
身
が
前
年
の
延
宝
八
年
に
夫
々
開
版
す
る
な
ど
、
こ
の
時
期

曹
洞
宗
内
に
お
い
て
古
規
を
学
ぶ
気
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。 

 

「
流
布
本
」
は
、
応
永
三
〇
年
（
一
四
二
三
）
、
太
容
梵
清
書
写
本
が
底
本
と

な
っ
て
い
る
が
、
卍
山
の
加
筆
訂
正
箇
所
が
多
く
、
底
本
と
の
相
違
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。 

　
な
お
、
『
坐
禅
用
心
記
』
は
延
宝
九
年
本
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ

以
前
の
開
版
本
に
は
な
い
。 

21
洞
上
太
祖
圓
明
國
師
行
實
圖
會                   

袋
綴
一
冊 

紙
本
版
本 

縦
二
二
・
九
糎
　
横
一
五
・
一
糎 

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
刊
　
寶
山
梵
成
編
輯 

〔
図
書
館
登
録
番
号
　
一
二
三
九
三
三
四
〕 

　
本
書
は
、
總
持
寺
開
山
瑩
山
紹
瑾
禅
師
の
御
生
涯
を
そ
の
事
蹟
と
と
も
に
語

け
い
ざ
ん
じ
ょ
う
き
ん

り
伝
え
る
行
状
記
や
行
業
記
に
類
い
す
る
御
絵
伝
で
あ
る
。
内
題
よ
り
、
「
太

ぎ
ょ
う
じ
ょ
う

ぎ
ょ
う
ご
う

ご
え
で
ん

祖
弘
德
圓
明
國
師
行
實
圖
會
」
（
以
下
「
行
實
圖
會
」
）
と
称
す
る
。
曹
洞
宗

に
お
い
て
「
太
祖
」
と
仰
が
れ
る
瑩
山
禅
師
は
、
後
村
上
天
皇
よ
り
「
佛
慈
禅

ぶ
つ
じ

師
」
の
諡
号
を
賜
り
、
後
に
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
、
後
桃
園
天
皇
よ
り
「
弘

德
圓
明
國
師
」
の
号
を
加
諡
さ
れ
た
。
本
書
は
そ
の
諡
号
を
書
名
に
採
る
。 

　
内
題
の
次
行
に
「
法
孫
比
丘 

佛
鑑
梵
成
編
輯
」
と
あ
っ
て
、
寶
山
梵
成

ぶ
っ
か
ん
ぼ
ん
じ
ょ
う

（
福
岡
県
博
多
東
町
、
大
宝
山
明
光
寺
二
十
九
世
）
の
著
作
に
な
る
。
明
治
二

十
六
年
（
一
八
九
三
）
九
月
廿
六
日
、
東
京
書
肆
森
江
出
版
（
東
京
府
麻
布
、

森
江
商
店
森
江
佐
七
）
よ
り
版
行
さ
れ
た
。
奥
付
よ
り
、
画
工
は
松
下
尚
悦
、

彫
工
は
市
川
鎌
次
郎
と
知
ら
れ
る
。 

　
全
五
十
一
丁
、
冒
頭
に
瑩
山
禅
師
の
頂
相
が
掲
げ
ら
れ
、
末
尾
に
は
「
曹
洞

ち
ん
ぞ
う

宗
大
本
山
總
持
寺
全
圖
」
の
一
紙
の
絵
図
が
織
り
込
ま
れ
、
能
登
國
鳳
至
郡

ふ
げ
し

門
前
村
諸
嶽
山
十
境
の
景
題
と
と
も
に
祖
院
の
伽
藍
の
風
景
が
一
望
さ
れ
る
。

も
ん
ぜ
ん

し
ょ
が
く
ざ
ん

頂
相
に
次
い
で
總
持
寺
独
住
第
二
世
法
雲
普
蓋
（
畔
上
楳
仙
）
禅
師
の
題
辞
が

ほ
う
う
ん
ふ
が
い

あ
ぜ
が
み
ば
い
せ
ん

あ
り
、
そ
の
後
に
次
ぐ
目
録
に
よ
り
、
「
御
父
母
嘗
て
一
子
な
き
こ
と
を
憂
ひ

お
ん
ふ

ぼ
か
つ

い
つ
し

う
れ

た
ま
ふ
事
」
の
段
か
ら
「
御
諡
號
の
事
」
に
至
る
事
書
二
十
段
に
、
一
部
の
段

こ
と

ご

し
が
う

に
附
加
さ
れ
た
事
書
八
段
（
「
附
」
七
段
・
「
并
」
一
段
）
を
添
え
た
構
成
が

一
覧
で
き
る
。
本
文
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
文
体
に
て
、
漢
字
に
仮
名
訓
を
付

す
。
本
文
の
随
所
に
二
十
一
の
絵
図
（
詞
書
を
伴
う
）
を
織
り
込
み
な
が
ら
禅

師
の
生
涯
が
語
ら
れ
る
。 

　
現
在
、
禅
師
の
生
涯
を
証
す
鮮
鋭
な
る
歴
史
的
研
究
が
進
め
ら
れ
る
一
方
に

お
い
て
、
当
該
書
は
江
戸
時
代
末
ま
で
に
成
立
し
た
伝
記
以
後
、
近
代
に
成
っ

た
伝
記
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
概
し
て
伝
記
の
記
述
に
は
、
世
寿
の
こ

と
に
は
じ
ま
り
、
歴
史
的
事
蹟
と
相
違
す
る
点
が
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

編
纂
の
背
景
に
は
そ
れ
を
要
と
し
た
時
代
の
一
端
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
か
か
る

観
点
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
寺
誌
に
資
す
べ
き
貴
重
書
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
版
行
の
前
年
に
あ
た
る
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
、
寶
山
は
当

代
の
畔
上
貫
首
の
依
嘱
に
よ
っ
て
『
洞
上
伝
燈
講
式
』
を
著
す
な
ど
（
同
二
十

年
ま
で
同
貫
首
の
下
で
後
堂
）
、
太
祖
禅
師
の
御
伝
の
編
輯
に
関
わ
っ
て
い

ご
ど
う

15

［
と
う
じ
ょ
う
た
い
そ
え
ん
み
ょ
う
こ
く
し
ぎ
ょ
う
じ
つ
ず
え
］ 



た
。
当
該
の
「
行
實
圖
會
」
の
版
行
の
背
景
に
は
、
当
代
の
總
持
寺
分
離
独
立

の
動
向
が
う
か
が
え
る
。 

　
禅
師
の
御
行
業
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
別
に
軸
装
に
よ
る
『
常
濟
大
師
行

じ
ょ
う
さ
い

状
圖
』
（
總
持
寺
宝
物
館
所
蔵
）
が
、
本
書
の
版
行
を
相
前
後
す
る
頃
か
ら
、

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
太
祖
六
百
回
御
正
当
に
か
け
て
数
種
存
す
る
が
、

ご
し
ょ
う
と
う

そ
の
う
ち
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
明
治
天
皇
か
ら
賜
っ
た
「
常
濟
」

の
諡
号
を
冠
す
る
行
状
圖
は
、
当
該
の
「
行
實
圖
會
」
と
同
じ
画
工
・
彫
工
が

制
作
に
当
た
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
な
ど
、
各
種
の
行
状
圖
と
の
影
響
関
係
も

認
め
ら
れ
る
。 

　
本
書
末
尾
に
認
め
ら
れ
る
「
明
治
十
年
に
至
り
、
吾
が
日
本
曹
洞
宗
の
今
日

め
い
ぢ

い
た

わ

に
っ
ぽ
ん
さ
う
と
う
し
う

こ
ん
に
ち

斯
く
ま
で
隆
盛
な
る
も
、
偏
へ
に
國
師
の
御
餘
澤
な
る
に
由
り
、
両
本
山
の

か

り
う
せ
い

ひ
と

こ
く
し

ご

よ
た
く

よ

り
や
う
ほ
ん
ざ
ん

貫
首
故
ら
に
協
議
を
遂
げ
、
自
今
尊
崇
し
て
太
祖
國
師
と
稱
し
奉
る
べ
き
旨
を

く
わ
ん
し
ゅ
こ
と
さ

け
う
ぎ

と

じ
こ
ん
そ
ん
す
う

た
い
そ
こ
く
し

し
ょ
う
た
て
ま
つ

む
ね

決
定
せ
ら
れ
た
り
。
實
に
然
も
あ
る
べ
き
御
事
な
り
」
（
句
読
点
を
付
し
た
）

け
つ
て
い

げ

さ

お
ん
こ
と

と
の
記
述
は
、
明
治
十
年
十
月
二
十
日
、
瑩
山
禅
師
の
称
号
が
道
元
禅
師
と
共

に
高
祖
国
師
・
太
祖
国
師
と
統
一
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
た
こ
と
に
思
い
を

致
し
た
御
伝
の
制
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。 

22
杮      

経 

（
元
興
寺
伝
来
）                            

二
十
七
葉   

木
片
墨
書 

縦
二
五
～
三
〇
糎 

横
一
～
三
糎   

厚
〇
・
一
～
〇
・
三
糎 

鎌
倉
時
代
後
期
写 

　
杮
経
と
は
、
「
笹
塔
婆
」
と
も
い
い
、
頭
部
を
圭
頭
あ
る
い
は
五
輪
塔
形
に

し
た
檜
の
木
片
に
仏
典
の
経
文
を
墨
書
し
た
も
の
。
写
経
と
造
塔
の
両
功
徳
を

同
時
に
行
う
目
的
と
、
奈
良
時
代
以
来
の
板
に
文
字
を
書
く
木
簡
の
伝
統
の
中

で
、
平
安
時
代
後
期
に
生
ま
れ
た
。
写
経
と
同
様
に
一
枚
に
つ
き
一
行
十
七
文

字
を
書
き
、
経
筒
、
経
函
な
ど
に
納
め
て
埋
め
ら
れ
た
か
、
お
寺
に
奉
納
さ
れ

る
か
、
ま
た
川
に
流
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。 

　
展
示
書
は
、
元
々
奈
良
元
興
寺
極
楽
坊
の
本
堂
内
に
納
め
ら
れ
た
、
十
四
世

紀
頃
に
書
写
さ
れ
た
杮
経
の
一
部
で
あ
る
。
各
葉
の
表
裏
に
一
行
十
七
字
か
ら

二
十
字
に
な
る
『
法
華
経
』
な
ど
の
経
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。 
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［
こ
け
ら
き
ょ
う
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